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＜諸言＞ 

近年我々は、アナターゼ型酸化チタン結晶面の露出面比率を系統的に制御したナノ粒子の合成

法を確立しており、活性な結晶面の増加とともに、光励起された電子が、分子から酸化チタンへ

移動する過程において、顕著な速度定数の向上を確認している 1)。本研究では、この酸化チタン

をペロブスカイト太陽電池の酸化物 Scaffoldとして用い、酸化チタン/ペロブスカイト結晶界面で

の電子移動特性の制御を試みた。 

＜実験＞ 

アナターゼ酸化チタンナノ粒子合成において、{001}面比率を系統的に制御する目的で、水熱合

成中にフッ酸水溶液を共存させ、{001}面比率の異なる酸化チタンナノ粒子を合成した。このエタ

ノール分散溶液中に種々のバインダーと混練することで、酸化チタンペーストを得た。これを希

釈した溶液を、透明導電性ガラス上にスピンコーターにて塗布し、500℃で焼結することにより、

メソポーラス酸化チタン Scaffold 膜を形成した。これに、二段階法によりペロブスカイト結晶を

析出させ、Spiro-MeOTAD をホール輸送層として対極に金を蒸着することによりデバイスを形成

した。太陽電池特性をソーラーシミュレーター、電子移動特性および電気化学キャパシタンスを

電気化学インピーダンス測定により評価した。 

＜結果＞ 

太陽電池特性として、{001}面をもっとも多く含むものが、{001}面が少ないないものに比べて

明確な VOCおよび JSCの向上を示した。さらに、電気化学インピーダンス測定により逆電子移動に

伴う界面抵抗が大きく現象しており、また酸化チタンの伝導体が{001}面を多く含むもので低下し

ていることから、酸化チタンへの電子注入特性の向上が JSCの向上に、また遅い再結合過程が VOC

の向上に寄与していることを示す結果を得た。 
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